
～知識の習得から演習による実践・定着まで～

　経営戦略の一翼を担う物流センターを効率的に管理・運営する物流センター長に最も必要な

能力として「Ｑ（品質）・Ｃ（コスト）Ｄ（納期、スピード）の改革・改善能力」が求められております。

　当研修では、第一線の作業に従事する物流センター長が解決すべき問題を発見し、改善して

いく現場力活性化のための知識とマネジメント技術を具体的事例と演習を交えて解説いたします。

　本研修の期待する効果として、次の３点を想定しています。

　①センター長に必要な基礎知識および技術を幅広く習得する。

　②習得した知識を事例や演習により追体験することにより、知識の確実な定着を図る。

　③センターのメンバーに対し、自信を持って知識の伝承を行えるようにする。

　特に、全体を通じて事例やミニ演習を多く取り入れておりますので、自社ですぐ活用できる

実践的な知識、技術を習得頂けます。

関係各位の積極的なご参加をお待ち申し上げます。

〒100-0013　東京都千代田区霞が関３ー３ー３　全日通霞が関ビル

一般社団法人 日本物流団体連合会

◎物流センター実務の基本的事項は理解し、現にこの分野の業務を担
当され（含む、今後の予定者）、より深く理解をしようとされる方
◎物流センター実務の実践的な内容の理解を目指されている方

参加対象者

人材育成研修
開催のご案内
人材育成研修
開催のご案内

物流センター長のための現場力活性化の実務

● 開催日時　　平成29年９月12日（火）～ 13日（水）10：00 ～ 17：00

● 会　　場　　砂防会館別館「会議室」
　　　　　　　　東京都千代田区平河町２－７－５　Te l  : 03 （3261） 8386
 かみ むら  しかと

● 講　　師　　上村　聖 氏 経営コンサルタント、城西大学経営学部准教授
【プロフィール】
食品メーカー（生産管理、物流部門）、コンサルティング会社（戦略・マーケティング、生産・
ロジスティクス部門）、物流事業者（コンサルティング部門）、ロジスティクスのコンサ
ルティング会社を経て、上村コンサルティング事務所設立。2015年より現職。サプライ
チェーン改革から現場改善まで、ロジスティクス分野のコンサルティング経験多数。

 く ぼ た せい いち

● 講　　師　　久保田精一 氏 合同会社サプライチェーン・ロジスティクス研究所　代表社員
 城西大学経営学部非常勤講師、運行管理者（貨物）

【プロフィール】
1971年　熊本県生まれ。　1995年　東京大学教養学部教養学科卒。
1995年　国交省系独立行政法人、1996年　財務省所管シンクタンク　にて物流分野の調
査・研究に携わる。2004年（社）日本ロジスティクスシステム協会JILS総合研究所を経
て　2016年より現職。
物流コストの算定・管理、ロジスティクスのKPI管理、そのほかロジスティクスとサプラ
イチェーンに関わる調査・研究・コンサルティング活動を実施。



Ⅰ：物流センター運営管理のポイント
１．物流センター長の基礎知識
　(１)顧客満足と物流サービス
  　　・顧客とは　・顧客満足とは　・物流サービスとは
　(２)コンプライアンスとリスクマネジメント
  　　・法令遵守 － 物流業務に関する法令の種類とその特徴
  　　・環境対応 － 物流に関わる環境問題と法体系
  　　・ＢＣＰ（事業継続計画）の基本 － マネジメント体制構築プロセス
  　　・リスクマネジメント － リスク対応の基本
  　　・自家倉庫の防火対策 － 最近の事例を踏まえて

２．物流センターの定量的管理方法
　(１)定量的管理とは
  　　・定量分析と定性分析の長所・短所、・物流現場で活用する管理項目
　(２)物流ＫＰＩと活用方法
  　　・物流ＫＰＩとは、・物流ＫＰＩの種類、・具体的な活用方法
　(３)物流コスト
  　　・物流コストの分類、・物流を管理するためのコスト算定方法
  　　・物流ＡＢＣ － 従来の方式と物流ＡＢＣとの差異
３．品質管理
　(１)ＱＣ手法
  　　・KJ法　・ＱＣ７つ道具　・センターでのＱＣ活動推進方法
　(２)事故防止
  　　・物流現場で発生する事故の種類とその対策
  　　・ドライバーが行う荷役作業の事故防止
  　　　－ 荷役作業の安全対策ガイドラインについて
　(３)クレーム処理
  　　・クレーム処理のポイント、クレーム対応事例
４．労務管理
　(１)物流現場の労働環境と人手不足対策
　(２)パート管理
  　　・パートとは　・関連法令と諸制度　・採用　
  　　・管理のポイント － グループ制、多能工化、評価制度
　(３)外国人雇用に関わる規制
  　　・外国人雇用に関わる法制度等の概要
  　　・外国人雇用の実務上での留意点
　(４)労働者派遣法 － 改正により課される事項のポイント
　(５)協力会社管理
  　　・物流協力会社を有効活用するための管理のポイント
５．マテハン機器の有効活用
　(１)マテハン機器の種類と概要
　(２)出荷作業フローとマテハン機器の利用パターン
　(３)各種マテハン機器の選定と導入方法

Ⅱ：物流センター改善手法の習得
１．物流センター改善の進め方
　(１)問題発見のアプローチ
　(２)なぜ改善が必要なのか
　(３)改善活動推進のポイント
２．改善のための現状把握手法
　(１)物流ネットワーク図
　(２)物流リードタイム分析
　(３)工程分析
　　ミニ演習 － 起床から外出まで、物流センターの入荷～出荷
　(４)動線分析
　(５)稼働分析（ワークサンプリング）
　　ミニ演習 － 研修講師の作業、ある物流センターの稼働状況（写真を見て）
　(６)作業分析　

「物流センター長のための現場力活性化の実務」プログラム
● 開催日時：平成29年９月12日（火）～ 13日（水）10：00 ～ 17：00
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